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要 約

牛の心大血管奇形329例 中18例(5.47%)に 完全大血管転換が認められた.18例 中6例 は心室中隔欠損(VSD)と

肺動脈狭窄をともなわず,10例 はVSDは ともなうが,肺 動脈狭窄をともなわず,2例 はVSDと 肺 動脈狭窄をとも

なっていた.円 錐の形態 は大動脈下円錐10例,両 側円錐欠如6例,両 側円錐1例 で,他 の1例 では円錐の形態は診

断できなかった.キ ーワード:心 大血管奇形,牛,完 全転換.
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完全大血管転換(TGA)は 房室一致の心臓で,大 動脈

は完全,ま たは優位に形態学的右心室から,肺 動脈は完

全,ま たは優位 に形態学的左心室から起始する心奇形

で9,11),人 で は先天性心疾患の2.4～54%に 認 められる

といわれている1,7,8).TGAで は大静脈血 はお もに大動

脈へ,肺 静脈血はおもに肺動脈へ拍出されるため11),そ

の患者の予後 は悪く,無 処置で放置すれば生後1年 以内

に89.3%の 患 者 は死亡 す るといわれてい る5).牛 の

TGAに 関する報告 は乏 しく,簡 単な報告3,4,12,13,16)しか

ない.そ こで,牛 の心大血管奇形の実態を明 らかにする

目的の一環 としてTGAに ついて解剖学的に検索 した.

材 料 お よ び 方 法

材料は宮崎大学に保存されている牛の奇形心(卵 円孔

開存は含まない)329例 で,そ れらを肉眼的に観察 した.

成 績

牛 の心 大血管奇形329例 中18例(547%)にTGA

が認 められた.18例 の うち9例 は黒毛和種8例 はホル

スタイン種1例 はホルスタイン種と黒毛和種の雑種で,

性別は雌12例,雄6例 であった.

TGA子 牛 の大多数は出生時か ら活力が乏 しく,吸 乳

力 は弱く,呼 吸促迫を示 した.ま た,約 半数の症例では

可視粘膜がチアノーゼを呈 していた.さ らに,比 較的長

期間生存 した症例は発育不良であった。TGA子 牛 はい

ずれも生後12ヵ 月以内に死亡,ま たは安楽死されてい

た.

TGA子 牛の剖検所見を表1に 示 した.15日 齢以下の

症例では肺の点状出血を示すものが多 く(5例),そ の

他,肺 のうっ血が4例 に,ま た皮下水腫と腹水の増量が

1例 ずつに認められた.58日 齢以上の症例では全身性の

うっ血,胸 ・腹水の増量,皮 下水腫,肝 臓,腎 臓 消化

管および肺のうっ血ならびに水腫などが認められた.

TGAを 示 した18例 は いずれ も心房位は正位,心 室

ループは右心室が左心室の右前方に位置するDル ープ

心室,大 血管の相互関係はD転 換であった.

18例 のTGAを 心室中隔欠損(VSD)と 肺動脈狭窄の

有無に基づいて分類す ると,18例 中6例(No.1～6)

はVSDと 肺動脈狭窄をともなわないTGAで あ った.

これら6例 では右心室から起始する大動脈は左心室から

起始する肺動脈の右前方に位置していた.円 錐の形態は

いずれも大動脈下円錐で,そ の筋性の円錐によって大動

脈弁と右房室弁は線維性連続を妨げられ,肺 動脈弁と左

房室弁は線維性連続を示 していた(図1).こ れ ら6例

の動脈管 は生理学的開存を示 し,No.1と2は 二次口欠

損型の心房中隔欠損を示 し,No.3～6は 卵円孔が生理

的開存を示していた.

18例 中10例(No.7～16)はVSDを 合併 し,肺 動脈

狭窄 は合併 しないTGAで あ った.VSDの 位置 は1例

(No.14)は 肺動脈下であったが,他 の9例 は大動脈下

であった.大 動脈 は肺動脈の右前方(No.7～9,11),

右 方(No.10,14～16),ま た は右後方(No.12,13)

で,完 全(No.7～9,15,16),ま た は優位に右心室か

ら起始 し,肺 動脈は完全に左心室から起始 していた.円

錐の形態 は10例 中5例(No.7,8,10～12)は 両 側円

錐欠如で,大 動脈弁は右房室弁と,肺 動脈弁は左房室弁

と,そ れぞれ線維性連続を示 していた(図2).10例 中

4例(No.9,13,15,16)は 大 動脈下円錐であった.
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表1　完全大血管転換の子牛18例 の剖検所見

*ホ ル:ホ ルスタイ ン種 黒和:黒 毛和種 雑:両 種 の雑種**ASD:二 次 口型心房 中隔欠損

残り1例(No.14)は 大動脈弁 と右房室弁は線維性連続

を示していたが,肺 動脈弁と左房室弁には器質化 した血

栓が癒着しており,肺 動脈下円錐の有無は不明で,円 錐

の形態は診断できなかった.

18例 中2例(No.17,18)はVSDと 肺動脈狭窄を合

併 したTGAで あ つた.2例 ともVSDは 大 動脈下に位

置 し,大 動脈は肺動脈の右方で優位に右心室から起始 し,

肺動脈 は完全 に左心室か ら起始 していた.No.17の 肺

動脈狭窄は肺動脈弁下狭窄,No.18は 肺 動脈弁狭窄 と

肺動脈幹の低形成であった.No.17の 円錐は両側円錐

で,そ の肺動脈下円錐によって肺動脈弁下狭窄が形成さ

れていた(図3).No.18は 両側円錐欠如であった.

考 察

TGAは 人 では比較的まれな心奇形で,そ の発生率 は

先天性心疾患の2.4～5.4%と いわれている1.7.8).今回観

察 した牛では心大血管奇形の329例 中18例(5.47%)

にTGAが 認 め られた.ま た,牛 では先天性心疾患 の

図1　 心室 中隔欠 損と肺動脈 狭窄を ともなわない完全

大血管転換(No.1).大 動脈下円錐(矢 印)が 大

動脈弁 と右房室弁(R)の 線維性連続 を妨 げ,肺 動

脈弁 は左房室弁(L)と 線維性連続 を示 してい る.

AO:大 動 脈LA:左 心房LV:左 心室

PA:肺 動脈RA:右 心房RV:右 心室
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図2　 心室 中隔欠損(矢 印)を ともない,肺 動脈狭窄 はともわない完全大血管転換(No.10) .こ の心臓 は両側 円錐

欠如 で,Aは 大 動脈弁 と右房室弁 の,Bは 肺 動脈弁 と左房室弁の線維性連続を示す.

AO:大 動脈LV:左 心室PA:肺 動脈RV:右 心室

図3　 心室中隔欠損(SD)と 肺動脈狭窄を ともな う完全大血管転換(No.17).こ の心臓の円錐 は両側円錐で,Aは 大

動脈弁 と右房室 弁の線維性 連続 を妨 げ る大動脈下 円錐(矢 印),Bは 肺動脈弁 下狭窄 を形 成す る肺動 脈下 円錐

(矢印)を 示す.

AO:大 動脈LV:左 心室PA:肺 動脈RV:右 心室

24例 中 正例(4.17%)2),88例 中4例(4.54%)14),50例

中3例(6.00%)6)にTGAを 認 め た 報 告 が あ り,牛 に

お け るTGAの 発 生 率 は人 の場 合 と同 様 に比 較 的 低 い も

の と考 え られ た.人 で はTGAの 発 生 率 に性 差 が 見 られ

る こ と が 指 摘 さ れ,7:3～6:4で 男 性 に多 い とい わ れ

ている1.5.9.11).今回観察 した牛では18例 中12例 は雌,

6例 は雄であった.TGAに 関 する牛の過去の報告例で

も雌4例3.4.11)に対 し雄2例12.16)であ り,牛 では人 とは逆

に雄より雌にTGAの 発生が多いと考えられた.

人 の場合,無 処置のまま放置するとTGA患 者 の約
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90%は 生 後1年 以内に死亡するといわれている5).今 回

観察 した牛の場合,TGAの 子牛の大多数は出生時か ら

呼吸促迫を示 し,虚 弱で,VSDを ともなわない6例 は

生後9日 以内に死亡,ま たは安楽死されていた.最 も長

期間生存 したTGAの 牛 は今回の観察例ではVSDを と

もなうものが12カ 月齢で安楽死され,ま た過去の報告

ではVSDと 肺動脈狭窄をともなうものが13カ 月齢で

死亡 してお り3),牛 で もTGAは 予後の悪い心奇形 と考

えられた。

人のTGAはVSDと 肺動脈狭窄の有無によって3型

に分類され,VSDと 肺動脈狭窄をともなわない型は全

TGAの43%,VSDを ともない,肺 動脈狭窄 をともな

わない型 は41%,VSDと 肺 動脈狭窄をともなう型 は

15%を 占めるといわれている9).今 回の牛では,そ れぞ

れ6例,10例 お よび2例,過 去に報告された牛のTGA

の うちVSDと 肺 動脈狭窄の有無が明らかなものでは,

それぞれ0例,2例4,13)お よび3例3,12,16)であ り,牛 では

人に比べてVSDを ともなわないTGAが 少 ない傾向が

うかがわれた.

TGAは 胎生初期の原始心筒の心球部から,心 室 と大

血管弁との間に発育する円錐が発育異常におちいること

がおもな原因となって形成されるといわれている9,11,15).

したがって,形 成されたTGAの 心臓における両大血管

下の円錐の発達の程度は種々で,ま たその円錐の発達状

態に応 じて大動脈と肺動脈の位置的関係も変異を示す こ

とが知 られ て い る蜘.人 の場 合,TGAの 大 多 数

(94%)で の円錐の形態は正常心臓とは逆の大動脈下円

錐で,そ の円錐によって大動脈弁と右房室弁は線維性連

続が妨げられるのに対 し,肺 動脈弁は左房室弁と線維性

連続を示すといわれ9),両 側 円錐や両側円錐の欠如 の

TGAは 少 ないといわれている蜘.今 回の牛では17例

中10例 は大動脈下円錐であったが,人 ではまれな両側

円錐欠如が6例,両 側円錐が1例 であり,牛 では両側円

錐欠如のTGAが 人 の場合よりかなり多いものと考えら

れた.

TGAの 心臓における大動脈 と肺動脈の位置的関係 は,

人 では肺動脈下円錐の発育不全によって肺動脈弁の後方

から前方への移動が妨げられ,逆 に大動脈下円錐の過剰

発育によって大動脈弁が前方へ移動しで1),大 動脈が肺

動脈の右前方に位置する型が最 も多 く(65～70%),そ

の他,大 動脈が肺動脈の右方(28～34%),前 方(0.6～

33%),左 前 方(1.1%),後 方(ま れ)な どに位置する

型も知 られている10).今 回の牛の場合 も,18例 中10例

は大動脈が肺動脈の右前方,6例 は右方,2例 は右後方

に位置 し,大 動脈と肺動脈の位置的関係には種々の型が

存在することがうかがわれた.
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Anatomical Observations on 18 Bovine Cases of Complete Transposition

of the Great Arteries

Satoshi MAEHARA*, Takayuki MURAKAMI, Mitsuyoshi HAGIO,

Katsumi HAMANA and Yasuo MORITOMO

* Faculty of Agriculture, Miyazaki University, Gakuen-Kibanadai, Miyazaki 889-21
, Japan

SUMMARY

Complete transposition of the great arteries was observed in 18 (5.4%) of 329 bovine hearts showing congen-

ital cardiovascular anomalies. Six of these 18 cases had a ventricular septum defect without pulmonary sten-

osis, 10 had a ventricular septum defect without pulmonary stenosis, and 2 had a ventricular septum defect

with pulmonary stenosis. In 10, 6 and 1 cases, the conus types of their hearts were subaortic, bilaterally de-

ficient and combined conus, respectivery, while the type could not be diagnosed in the remaining one .

Key words: cardiovascular anomaly, cattle, complete transposition.
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